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施設入所中高年者の主観的な味覚の減退に関す

る要因分析 第2報― 老人ホーム給食食材利用

頻度の影響―
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内閣府消費者庁食品表示企画課・関 千鶴,神奈川歯科大学大
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スリランカ保健省 歯科保健課 ・Geethani　kandaudahewa

【背 景 】

ス リラ ンカ の老人 ホー ム入所 者 の 主観 的 味覚(以 下 、味覚)

の減 退 と入所 施設 の給食食 材利 用 頻度 の 関係 を前報1,2)で 確

認 した交 絡 因子(背 景要 因)を 調整 し、施 設 問の食 材利 用頻

度 の違 い と味覚減 退 関係 らかにす るこ とを 目的 と した。

【方 法 】

対 象者:同 国の25ヶ 所 の 老人 ホー ム の居住 者 ♂:403名

平均:72.6歳(51-96歳)♀:612名 平 均:71.6歳(50-95

歳)調 査 項 目:32種 の食 材 の5段 階 の給 食調 理 での使 用

頻度 、交 絡 因子20変 数(性 、年 齢 、居住 年数 、BMI、 喫煙 、

飲酒 等 の生活 習慣 、現病 数 、服薬 数 、現在 歯数 、 口腔 内乾 燥

指標 、嗅 覚 、鬱 度(う つ ど)等)分 析方 法:① 変数 減少 法

(変数 除去基 準p>0.15)に よる二値 ロジステ ィ ック回帰分 析

を行 い オ ッズ比 お よび95%信 頼 区間等 を求 めた。

【結 果 】

52変 数 の う ち 、p〈=0.15の 条 件 で 食 材 が4変 数 、 交 絡 因 子

が9変 数(表1)選 択 さ れ た 。牡蠣 、 エ ビ、 イ カ 類 は 全 施 設

で 使 用 頻 度 が0の た め 解 析 対 象 変 数 か ら 除 外 され た 。 得 られ

た 結 果 は 以 下 の とお り。

1.オ ッズ 比(OR)が1よ り小 さ い 食 材 は 、No1:シ ー フ ー ド(魚)

がp=0.0000,0R=0.42、No4:肉 類(家 禽 以 外)が

p=0.0276,0R=0.77、No2:豆 類(大 豆)がp=0.0566,0R=0.60、

で 選 択 され た 。

2.オ ッ ズ 比(OR)が1よ り大 き い 食 材 は 、家 禽(チ キ ン 、etc)

がP=0.0039,0R=2.86、 ハ ー ブ 飲 料 がP=0.1280,0R=1.38、 が

選 択 され た 。

3.交 絡 因 子 の 係 わ り は 第1報 と同 様 に嗅 覚(p=0.0000)、鬱 度

(p=0.0000)、 睡 眠(p=0.0009)、 要 介 護 度(p=0.0082)が 有 意 で

あ っ た 。 男 性 の 味 覚 が 減 退 し易 い 傾 向 が 有 意(p=0.0490)に

な っ た 点 が 異 な っ て い た 。

【考 察 】

亜 鉛 は 必 須 元 素 で あ り亜 鉛 摂 取 不 足 と味 覚 の減 退 に つ い て

は 臨 床 的 に は 教 科 書 的 な 事 実 で あ る が 高 齢 者 に お い て 加 齢 の

影 響 等 の 追 加 的 研 究3)が 必 要 と され る。 ま た 食 品 中 に は 亜 鉛

とそ の 吸 収 率 を 阻 害 す る キ レー ト作 用 を 持 つphyticacidの

両 方 が 含 ま れ て い る 食 品 も 多 く 、 食 品 中 の 亜 鉛 量 とphytic

acidと の 比(PAZM比:phyticacidtozincmoleratio)

4)が 亜 鉛 供 給 源 食 品 の 効 果 の 評 価 に 重 要 と され る
。 表1の

No1,2,4食 品 とNo3,5の1相 反 す る作 用 に 関 してPAZM比 が 係

わ っ て い る と 考 え られ た 。 ま た 健 康 寿 命 の 維 持 の 基 本 で あ る

味 覚 の 減 退 を 予 防 す る 目 的 か ら施 設 単 位 で 給 食 の 食 材 を 改 善

す る等 の 介 入 研 究 が 必 要 と考 え られ る。

【結 論 】

ス リ ラ ン カ の 老 人 ホ ー ム にお け る 給 食 の 食 材 の 使 用 頻 度 の

違 い が 味 覚 の 減 退 に 関係 す る こ と が 示 唆 さ れ た。 今 後 亜 鉛 摂

取 の 確 認 と給 食 食 材 の 改 善 の 介 入 研 究 が 必 要 と考 え られ た 。

【文 献 】

1)ShinyaFuchida,TatsuoYamamoto,Toru

Takiguchi,et.al.:Associationbetweenunderweightand

tastesensitivityinmiddle‐toold‐agednursinghome

residentsinSriLanka:across‐ectional;study.J.Oral

Rehabilitation,2013,40;854-863.

2)瀧 口徹 、森 脇 健 介 、 山本 龍 生 、他.施 設 入 所 中 高 年 者 の 主 観

的 な 味 覚 の 減 退 に 関 す る要 因 分 析― ス リラ ン カ 老 人 ホ ー ム

入 所 者 調 査―.2013.特 集 号;59.

3)AlianiM,UdenigweCC,GirgihAT,etal.Zincdeficiency

andtasteperceptionintheelderly.

2013;53(3):245-50.

4)Hotz,KennethH.Brown.AssessmentoftheRiskof

ZincDeficiencyinPopulationsandOptionsforItsCon

trol,InternationalZincNutritionConsultativeGrop,F

oodandNutritionBulletin,2004;25(1):130-156.

―50―


